
府

令

省

令

平成™™年�月š—日 水曜日 第œš››号官 報
〇
厚
生
労
働
省
令
第
八
十
三
号

消
費
生
活
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百

号
）
第
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
消
費
生
活
協
同
組
合

法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
三
十
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

消
費
生
活
協
同
組
合
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令

消
費
生
活
協
同
組
合
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
大

蔵
省
令
、
法
務
庁
令
、
厚
生
省
令
、
農
林
省
令
第
一
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
一
条
・
第
二
条
」
を「
第
一
条
e

第
二
条
」

に
改
め
る
。

第
一
条
の
二
第
一
号
中「
第
五
十
一
条
第
八
項
第
一
号
」

を
「
第
五
十
一
条
第
十
二
項
第
一
号
」
に
、「
第
五
十
一
条

第
七
項
第
五
号
」
を
「
第
五
十
一
条
第
九
項
第
二
号
」
に

改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
五
十
一
条
第
八
項
第
二
号
」

を
「
第
五
十
一
条
第
十
二
項
第
二
号
」
に
、「
第
五
十
一
条

第
七
項
第
七
号
」
を
「
第
五
十
一
条
第
九
項
第
七
号
」
に

改
め
る
。

三

債
務
を
既
に
負
担
し
て
い
る
組
合
員
が
当
該
債
務

を
弁
済
す
る
た
め
に
必
要
な
資
金
の
貸
付
け
に
係
る

契
約
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
す
べ
て
の
要
件
に
該

当
す
る
も
の

イ

当
該
組
合
員
が
弁
済
す
る
債
務
の
す
べ
て
が
、

当
該
組
合
員
が
貸
金
業
者
と
締
結
し
た
貸
付
け
に

係
る
契
約
に
基
づ
き
負
担
す
る
債
務
で
あ
つ
て
、

貸
金
業
者
又
は
貸
金
業
法
第
四
十
三
条
の
規
定
に

よ
り
貸
金
業
者
と
み
な
さ
れ
る
者
を
債
権
者
と
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

当
該
貸
付
け
に
係
る
契
約
の
貸
付
け
の
利
率

が
、
当
該
組
合
員
が
弁
済
す
る
債
務
に
係
る
貸
付

け
に
係
る
契
約
の
貸
付
け
の
利
率
（
当
該
組
合
員

が
弁
済
す
る
債
務
に
係
る
貸
付
け
に
係
る
契
約
が

二
以
上
あ
る
場
合
は
、
弁
済
時
に
お
け
る
貸
付
け

の
残
高
（
極
度
方
式
基
本
契
約
（
貸
金
業
法
第
二

条
第
七
項
に
規
定
す
る
極
度
方
式
基
本
契
約
を
い

う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）に
基
づ
く
極

度
方
式
貸
付
け
（
同
条
第
八
項
に
規
定
す
る
極
度

方
式
貸
付
け
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同

じ
。）に
あ
つ
て
は
、
当
該
極
度
方
式
基
本
契
約
に

基
づ
く
極
度
方
式
貸
付
け
の
残
高
の
合
計
額
。
ハ

に
お
い
て
同
じ
。）に
よ
り
加
重
平
均
し
た
貸
付
け

の
利
率
）
を
上
回
ら
な
い
こ
と
。

ハ

当
該
貸
付
け
に
係
る
契
約
に
基
づ
く
定
期
の
返

済
に
よ
り
、
当
該
貸
付
け
の
残
高
が
段
階
的
に
減

少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
。

ニ

前
号
イ
、
ハ
及
び
ニ
に
掲
げ
る
す
べ
て
の
要
件

に
該
当
す
る
こ
と
。

第
五
十
一
条
第
七
項
第
六
号
ロ
中
「
第
三
十
一
条
ノ
六

第
一
項
」
を
「
第
八
十
三
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
を

同
項
第
四
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

第
五
十
一
条
第
七
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
項
の
次

に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

10

前
項
第
五
号
及
び
次
項
の
「
特
定
費
用
」
と
は
、
次

に
掲
げ
る
費
用
を
い
う
。

一

外
国
に
お
い
て
緊
急
に
必
要
と
な
つ
た
費
用

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
社
会
通
念
上
緊
急

に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
費
用

11

特
定
緊
急
貸
付
契
約
に
係
る
特
定
費
用
が
前
項
第
一

号
に
掲
げ
る
費
用
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
特

定
緊
急
貸
付
契
約
に
係
る
金
銭
の
受
渡
し
は
、
外
国
に

お
い
て
行
わ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
十
一
条
第
六
項
中
「
前
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
五

項
た
だ
し
書
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同

項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

８

第
一
項
第
二
十
二
号
に
規
定
す
る
「
住
宅
資
金
貸
付

契
約
等
」
は
、
次
に
掲
げ
る
契
約
と
す
る
。

一

第
一
項
第
十
一
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
契
約

二

金
融
商
品
取
引
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
有

価
証
券
（
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
有
価
証
券
と

み
な
さ
れ
る
権
利
を
含
む
。）で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ

る
も
の
を
担
保
と
す
る
貸
付
け
に
係
る
契
約
（
貸
付

け
の
金
額
が
当
該
貸
付
け
に
係
る
契
約
の
締
結
時
に

お
け
る
当
該
有
価
証
券
の
時
価
の
範
囲
内
で
あ
る
も

の
に
限
る
。）

イ

金
融
商
品
取
引
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
か
ら

第
三
号
ま
で
、
第
十
号
又
は
第
十
一
号
に
掲
げ
る

有
価
証
券

ロ

金
融
商
品
取
引
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令

第
三
百
二
十
一
号
）
第
二
十
七
条
の
二
各
号
に
掲

げ
る
有
価
証
券

三

不
動
産
（
借
地
権
を
含
み
、
組
合
員
若
し
く
は
担

保
を
提
供
す
る
者
の
居
宅
、
居
宅
の
用
に
供
す
る
土

地
若
し
く
は
借
地
権
又
は
当
該
組
合
員
若
し
く
は
担

保
を
提
供
す
る
者
の
生
計
を
維
持
す
る
た
め
に
不
可

欠
な
も
の
を
除
く
。）を
担
保
と
す
る
貸
付
け
に
係
る

契
約
で
あ
つ
て
、
当
該
組
合
員
の
返
済
能
力
を
超
え

な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
（
貸
付
け
の
金
額
が
当
該

貸
付
け
に
係
る
契
約
の
締
結
時
に
お
け
る
そ
の
不
動

産
の
価
格
（
鑑
定
評
価
額
、
公
示
価
格
、
路
線
価
、

固
定
資
産
税
評
価
額
（
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年

法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
第
三
百
八
十
一
条
第
一
項

又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
土
地
課
税
台
帳
又
は
土

地
補
充
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
価
格
を
い

う
。）そ
の
他
の
資
料
に
基
づ
き
合
理
的
に
算
出
し
た

額
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
範
囲

内
で
あ
る
も
の
に
限
る
。）

〇
内
閣
府
令
第
三
十
四
号

内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第

四
十
七
条
第
三
項
及
び
内
閣
府
本
府
組
織
令
（
平
成
十
二

年
政
令
第
二
百
四
十
五
号
）
第
三
十
八
条
第
四
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
沖
縄
総
合
事
務
局
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
内
閣
府
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
三
十
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

人

沖
縄
総
合
事
務
局
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

内
閣
府
令

沖
縄
総
合
事
務
局
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
内
閣
府
令

第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
三
条
第
二
号
中
「
第
百
六
条
の
六
」の
下
に「
第

一
項（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」

を
加
え
、「
第
百
六
条
の
二
十
、
第
百
六
条
の
二
十
七
」
を

「
第
百
六
条
の
二
十
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
六
条
の
二
十
七
（
同
法
第

百
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」に
改
め
る
。

附

則

こ
の
府
令
は
、
平
成
二
十
二
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

第
五
十
一
条
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
措
置

は
」
を
「
も
の
は
」
に
改
め
、
同
項
第
十
一
号
中
「
保
険

金
額
」
を
「
保
険
金
」
に
改
め
、同
項
第
二
十
二
号
中「
第

十
一
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
契
約
（
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
「
住
宅
資
金
貸
付
契
約
等
」
と
い
う
。）」
を
「
住
宅
資

金
貸
付
契
約
等
」
に
改
め
、
同
項
第
三
十
三
号
中
「
よ
つ

て
保
険
金
額
」
を
「
よ
つ
て
保
険
金
」
に
、「
商
法
第
六
百

七
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
」
を
「
保
険
法
（
平
成

二
十
年
法
律
第
五
十
六
号
）
第
三
十
八
条
又
は
第
六
十
七

条
第
一
項
の
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
保
険
金
額
」を「
保

険
金
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
掲
げ
る
」の
下
に「
場

合
の
」
を
加
え
、
同
条
第
九
項
を
同
条
第
十
三
項
と
し
、

同
条
第
八
項
中
「
前
項
第
七
号
」
を
「
第
九
項
第
七
号
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
二
項
と
し
、
同
条
第
七
項
第

一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
を
削
り
、
同
項
第
四
号
を
同
項
第

一
号
と
し
、
同
項
第
五
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
号
の

次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

組
合
員
が
特
定
費
用
を
支
払
う
た
め
に
必
要
な
資

金
の
貸
付
け
に
係
る
契
約
と
し
て
当
該
組
合
員
と
組

合
の
間
に
締
結
さ
れ
る
契
約
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ

る
す
べ
て
の
要
件
に
該
当
す
る
も
の
（
ロ
\
、
]
、

^
及
び
第
十
一
項
に
お
い
て「
特
定
緊
急
貸
付
契
約
」

と
い
う
。）

イ

当
該
組
合
員
の
返
済
能
力
を
超
え
な
い
貸
付
け

に
係
る
契
約
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

ロ

次
に
掲
げ
る
金
額
を
合
算
し
た
額
が
十
万
円
を

超
え
な
い
こ
と
。

\

当
該
特
定
緊
急
貸
付
契
約
に
係
る
貸
付
け
の

金
額

]

当
該
組
合
員
と
当
該
特
定
緊
急
貸
付
契
約
以

外
の
特
定
緊
急
貸
付
契
約
を
締
結
し
て
い
る
と

き
は
、
そ
の
貸
付
け
の
残
高
の
合
計
額

^

指
定
信
用
情
報
機
関
（
貸
金
業
法
第
二
条
第

十
六
項
に
規
定
す
る
指
定
信
用
情
報
機
関
を
い

う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）か
ら
提
供

を
受
け
た
信
用
情
報
（
同
条
第
十
三
項
に
規
定

す
る
信
用
情
報
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い

て
同
じ
。）に
よ
り
判
明
し
た
当
該
組
合
員
に
対

す
る
当
該
組
合
以
外
の
組
合
の
特
定
緊
急
貸
付

契
約
に
係
る
貸
付
け
の
残
高
の
合
計
額

_

指
定
信
用
情
報
機
関
か
ら
提
供
を
受
け
た
信

用
情
報
に
よ
り
判
明
し
た
当
該
組
合
員
に
対
す

る
貸
金
業
者
の
特
定
緊
急
貸
付
契
約
（
貸
金
業

法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
八
年
大
蔵
省
令
第
四

十
号
）
第
十
条
の
二
十
三
第
一
項
第
二
号
の
二

に
規
定
す
る
特
定
緊
急
貸
付
契
約
を
い
う
。）に

係
る
貸
付
け
の
残
高
の
合
計
額

ハ

返
済
期
間
が
三
月
を
超
え
な
い
こ
と
。

六

金
融
機
関
（
預
金
保
険
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律

第
三
十
四
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
金
融
機

関
を
い
う
。）か
ら
の
貸
付
け
（
イ
に
お
い
て
「
正
規

貸
付
け
」
と
い
う
。）が
行
わ
れ
る
ま
で
の
つ
な
ぎ
と

し
て
行
う
貸
付
け
に
係
る
契
約
で
あ
つ
て
、
次
に
掲

げ
る
す
べ
て
の
要
件
に
該
当
す
る
も
の

イ

正
規
貸
付
け
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

ロ

返
済
期
間
が
一
月
を
超
え
な
い
こ
と
。
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